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AGENDA
1.はじめに ～ クイズ ～

2.ARとは？

3.スマート農業機械ビジネスの未来像

4.経営戦略とAR技術との関係性

5.ARデータの作り方（実演デモ）

6.質疑応答

※AR: 拡張現実(Augmented Reality)
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クイズ（１）

ど
ん
な
カ
タ
チ
で
す
か
？

（
1

分
以
内
で
お
答
え
く
だ
さ
い
）



4

実際の物、作業、景色、地形、感覚などに、
コンピュータを使って、さらに情報を重ね合わせる技術

本日のメインテーマ

ＡＲ(拡張現実)とは？
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クイズ（２）

展示ブースが小さすぎて、実物大の製品が
置けない、しかも実機を運転したら危険・・・

では、どうしたらいいか ？
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https://youtu.be/jEh5-zZ9jUg

スマート農業機械ビジネスの未来像
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ARのメカニズム

コンピュータビジョン

1

現実の世界

5

相互作用

4

可視化、指示・案内

1 AR対応デバイ
スが、対象物を
認識する

4 ARアプリがデー
タを特定し、対
象物と重ね合
わせる

2 ARアプリがクラウ
ド上のデジタルツ
インと通信する

5 利用者は、アプリ
と対象物との相互
作用を体験する

3 対象物からのデータ
や、様々なデータ
ソースと統合する

6 制御コマンドが
対象物を遠隔
操作する

バーチャル体験

制御

センサーデータ

接続

アナリティクス

デジタル
ツイン
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産業機械ビジネスのジレンマ・・・・

• 農園フィールド監視

• 湿度, 気温, 風速, 

• 散水, 保温状態

• 警告アラート

• 作物ストレス, 湿度, 気温

• 栽培アドバイス

• 散水や施肥のタイミング, 

• 収穫時期

• 農場サービスの専門家の派遣

• クラウドシステム統合

• ビッグデータ分析

• 商用システム、独自システム等

• 灌がい用の散水パターンの計算

• 補修部品の修理/交換

• 運転操作の講習/定期点検

• 自社製品の製造/販売

IoT
ビッグデータ

農機の安心メンテか vs 農家の水道光熱費の節約か

コ
ト
づ
く
り

モ
ノ
づ
く
り
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目的と手段の両面で考えよう！

先端コンピュータ技術を
活用した農業ビジネス目的

手段
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農業機械ビジネスの目的

業
務
の
効
率
化

事
業
の
差
別
化

A. 業務パフォーマンスの最適化

B. 事業リスクに対する対応力の改善

C. コストの削減

E. 他社が真似のできない製品やサービスの提供

F. 売上機会の新規開拓や新しいビジネスモデルの実現

A

B

C

D

E

F

顧客や利用者向けの操作・体験の改善
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活用するコンピュータ技術（AR, IOT, CAD等）

柔
軟
な
営
業
販
売
モ
デ
ル
の
構
築

市
場
の
声
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
収
集
す
る
仕
組
み

製
品
デ
モ
用
の
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

消
耗
品
の
先
回
り
提
案
の
販
売
モ
デ
ル

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

製
品
の
稼
働
状
況
か
ら
設
計
要
件
を
検
討

拡
張
現
実
を
活
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
レ
ビ
ュ
ー

製
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
に
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ー
タ
を
活
用

保
守
サ
ー
ビ
ス
性
を
考
慮
し
た
製
品
構
成
の
管
理

在
庫
や
資
材
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
１
つ
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
え
る
化

設
備
や
資
産
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

社
内
の
業
務
シ
ス
テ
ム
同
士
の
連
携
や
意
思
決
定
分
析

事
前
予
測
型
の
保
守
サ
ー
ビ
ス
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

遠
隔
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
部
品
管
理
の
ス
マ
ー
ト
化

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
の
ス
マ
ー
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化

製
品
と
設
備
の
ネ
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接
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安
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安
全
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オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
管
理

ス
マ
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製
品
や
サ
ー
ビ
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関
す
る
シ
ス
テ
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開
発
の
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速
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務
シ
ス
テ
ム
の
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ア
ル
タ
イ
ム
な
デ
ー
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統
合
や
デ
ー
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解
析

自
分
好
み
に
製
品
や
機
能
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

製
品
の
利
用
状
況
や
性
能
の
評
価

製
品
や
設
備
の
遠
隔
操
作

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
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バリューロードマップ

製品、オペレーション、システムに対して、主なIoT/ARユースケースを明確化し、
経営目標と関連付けながら、ものづくり現場での課題項目や設定すべき
評価指標を検討するためのビジネス戦略策定の早見表テンプレート

別紙参照
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遠
隔

サ
ー

ビ
ス

顧客生涯価値、顧客の総所有コスト

農機メーカーの農業経営サポート

E 3 13 14 22

製
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農業ビジネスの競争戦略：「既存企業同士が競争する」ケース

• John Deere：創業180年、農林業の機械メーカーの老舗

• トラクターにセンサーと通信機能を内蔵した新製品

• 位置、姿勢、エンジン性能等のデータを、把握・分析し、
農作業の改善に役立てるサービスを提供

• ライバル各社も機能強化、しかし性能向上を価格転嫁できな
い可能性あり ⇒ 業界の収益性を圧迫
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農業ビジネスの競争戦略：「新規参入業者の脅威」のケース

• OnFarm社：農業経営のワンストップサービス会社

• 経営者は、農機を使って農作業が楽になることよりも、
毎年々々の安定収益を得られるかのほうが重要課題

• スマホアプリで、農業経営の見える化

• 農家のオペレーティングシステムのワンストップサービス

• 同社とサービス契約すれば、農家にとっては、メーカー問わず
農機の保守と経営サービスを一括で受けられる
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でも、どうすればいいのか？ むずかしいのでは？？

ARに関するスキルや時間がない IoTのフィールドデータを
どうやって取り込むの？

既存のCADデータは使えるの？

？ ？

？
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デモンストレーション
AR技術の実演
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グローバル企業の製品開発・生産技術・サービスビジネスを支援する
IoT時代のICTソリューションに関するリーディング企業です

グローバルビジネス

本 社 アメリカ（ボストン近郊）

設 立 1985年5月

従業員 6,000名以上

パートナー企業数：750社以上

サービス部門専任者：1,350名以上

275,000人の開発者

事業拠点 世界30か国 150事業所

世界18か所の開発拠点

顧客企業 約28,000 社（アクテイブユーザ企業数）

ライセンス 約2,133,500本
(PLM製品のアクティブユーザ数)

出所: Gartner’s MQ  Industrial IoT Platform, February 2018
世界の主要な産業用IoTプラットフォーム企業のポジション

出所: The Forrester Wave™, 2017  Q4
製造業向け世界の主要PLMベンダーのポジション

IoTの世界的トップリーダーPLMの世界的トップリーダー

PTCの取引先企業 （一例）



ご清聴誠にありがとうございました
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主な仕事：

• 全社BPRのための製品ライフサイクル管理とICT戦略づくり支援活動

• 製造業向けICTツールを活用した技術情報システムの提案活動

• 製品開発やサービス業務プロセスの課題発見や業務分析

• グローバルものづくり改革に関するソリューション戦略企画と提案

• IoTビジネスモデル、合意形成ワークショップのファシリテーション

PTCジャパン株式会社
ソリューション戦略企画室 ディレクター・フェロー

早稲田大学IPS・北九州コンソーシアム 理事
1963年生まれ、経営学修士(MBA)、一級土木施工管理技士

後 藤 智（ごとう さとし）

産学官連携の支援:

• 電気学会 情報処理技術委員会 第一号委員

• 日本工業規格 開発委員会 委員 (組立3Dモデルの基本図示及び基本情報のJIS規格)

• 青山学院Hicon 客員研究員 (IoTとPLM分野のグローバル人材育成プログラム開発)

受賞歴：

• 日本経営工学会 2016年 経営システム賞 「IoT時代のPLMシステムに求める技術要件とそのビジネス価値に関する考察と提言」

• 国際会議IEEE-IEEM 2016年 論文奨励奨励賞 「機械設計のためのIoT活用と製品ライフサイクル情報基盤」

本
日
の
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル


